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研究成果の概要（和文）：本研究では，保湿が口腔乾燥患者に与える影響について解明するため，効果的な保湿剤の選
択基準を検討した．まず，保湿剤の選択基準を確立する上で必要な各種性状について，多軸的に評価を行った．理工学
的観点からジェル保湿剤は，経時的な蒸散により粘度が増加することが示され，細菌学的観点からはジェル保湿剤の抗
真菌性は経時的に低下しないことが示された．官能試験の結果，総合点は味と強い相関を認めた．しかしながら，各評
価項目に共通して優れた製品は見いだせなかった．抗真菌性を有するジェル保湿剤を口腔乾燥義歯患者に適応した結果
，口腔乾燥に対する自覚症状は改善したが，細菌叢に関して有意な変化は認められなかった．

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the impact of oral moisturizers to the dry mouth 
patients in terms of establishing the selection criteria of oral moisturizer. First, we examined the 
various aspects of gel and liquid oral moisturizer. From a point of view of material science, the 
viscosity of the gel moisturizers has increased by the transpiration. From a point of view of 
microbiology, antifungal effect of the gel moisturizers has not decrease with time. As a result of the 
sensory test, there was high correlation between taste and total score of gel moisturizers. However, the 
oral moisturizer, which shows excellent results in all evolution items, was not observed. As a result of 
the application of gel moisturizer with antifungal effect to the denture patients with dry mouth, 
subjective symptoms of dry mouth was improved, however, it was observed that there are no significant 
changes in the microbial flora.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 口腔乾燥　保湿剤
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１．研究開始当初の背景 
これまで，義歯床粘膜面とデンチャープラ

ークの関係を調査した報告から，義歯が誤嚥

性肺炎や全身感染症の原因となる細菌のリ

ザーバーとなることが示されている．また，

細菌に対するさまざまな防御因子を持つ唾

液の減少により口腔内や義歯床粘膜面にお

けるカンジダ属の菌数や検出率が増加する

ことも明らかになっている．このような口腔

乾燥患者に対する治療は，対症療法として保

湿剤が使用されているが，その選択について

の明確な基準はなく，保湿により口腔乾燥患

者へ及ぼす影響についても不明である． 

 
２．研究の目的 
本研究では，保湿が口腔乾燥を有する義歯

患者に与える影響について，効果的な保湿方

法について理工学的評価，細菌学的評価なら

びに主観的評価などの点から検討を行った． 

 
３．研究の方法 
（1）保湿剤の種類と湿度が残存重量ならび

に粘度に及ぼす影響に関する研究 

①試料：保湿剤 17 種（リキッドタイプ 7種，

ジェルタイプ 10 種）を用いた（表１）．実験

は，インキュベーター内の温度を 37℃，相対

湿度を 85％ならびに 40％とした 2 条件で行

った． 

 

表 1：用いた試料 

 

②計測：各試料をポリプロピレン製ミニカッ

プに 5ml 計量し， 2 種の実験条件下）におい

て計量直後の重量（W0），粘度（V0）と 8 時

間後の重量（W8），粘度（V8）を計測し，重

量変化率（RCW）と粘度変化率（RCV）を算出

した．各試料の粘度は，粘弾性測定機（HAAKE 

RheoStress 600, サーモフィッシャーサイエ

ンティフィック社）にて計測した．試料を計

測プレート上に 0.04ml 置き，１°のコ－ン

プレートを用いて，計測プレートとコ－ン間

のギャップを0.052mm，剪断速度を0～200/S，

測定テーブルの温度 37℃，測定時間 60 秒間

の条件下で計測した．保湿剤の重量減少率お

よび粘度減少率に保湿剤の種類と湿度が与

える影響について２元配置分散分析を行い，

多重比較は Scheffe 法にて行った．保湿剤の

重量変化率と粘度変化率の関係について

Pearson の相関分析を行い，有意水準は 5％

とした． 

 

（2）保湿剤の抗菌性に関する研究 

①試料と実験条件：C. albicansと保湿剤 18

種（ジェル保湿剤 11 種，リキッド保湿剤 7

種），蒸留水ならびにアムホテリシン B（以下，

AMPH-B）を用いた．AMPH-B は，2.5（µg/ml）

から 0.078（µg/ml）まで段階希釈したものを

用いた．保湿剤は，37℃で保温し開封直後の

もの（0 時間）とカップに 5ml 計量し 8 時間

インキュベーター内で保管したもの（8時間）

を用いた． 

②抗真菌性の評価：50％TSA 軟寒天培地

（0.8％寒天含有）5ml に C. albicans を 108

個/ ml の濃度で 10µl 接種し混合したものを

50%TSA 培地上に播種し，硬化後に直径 5mm，

深さ 5mm の円柱状の穴を開けた．そこに各サ

ンプルを 20µl封入して 24時間後の発育阻止

円の直径を計測した．AMPH-B と保湿剤の阻止

円の比較は Tukey の多重比較を用い，0 時間

と8時間の保湿剤の阻止円の比較には対応の

あるt検定を用いた．有意水準は5％とした． 

（3）保湿剤の主観的評価に関する研究 



①実験条件：実験は，インキュベーター内の

温度を 37℃，相対湿度を 85％とした条件で

行った． 

②試料：ジェル保湿剤 10 種を試料として用

いた．試料は実験開始まで 37℃に保温し，開

封直後のもの（0 時間）とカップに 5ml 計量

し 8時間インキュベーター内で保管したもの

（8時間）を用いた． 

③被験者：被験者は味覚障害や口腔乾燥に関

する自覚症状を有さない成人女性 14 名（平

均年齢 32.4 歳）とした． 

④保湿剤の官能評価：被験者は，スプーンに

て各保湿剤を 1ｇとり，手指で舌背に塗布し

た．各保湿剤について，保湿剤の香り，味，

舌触り，潤い感，塗布のしやすさ，総合点を

それぞれ 100mm の Visual analog scale(VAS)

を用いて評価した．各評価項目間の相関は，

Spearman の順位相関係数を，0時間と 8時間

の保湿剤の比較には Wilcoxon の符号付き順

位検定を用いて分析を行った． 

（4）効果的な保湿が細菌叢に及ぼす影響に

関する研究 

口腔乾燥の自覚症状を有する義歯装着者

を対象に，保湿剤の適用前後における口腔乾

燥の自覚症状と義歯床粘膜面における細菌

を Swab 法にて採取，培養し評価した． 

 

４．研究成果 

（1）保湿剤の種類と湿度が残存重量ならび

に粘度に及ぼす影響に関する研究 

表 2 に湿度 85％と 40％における保湿剤の

W0，W8，RCW の平均値を示す．どちらの条件

下でも全ての保湿剤において，8 時間後の重

量は減少した．リキッドタイプ，ジェルタイ

プの重量変化率の平均値はそれぞれ，湿度

85％では 3.44％，2.39％，湿度 40％では

7.74％，5.18％であった．保湿剤の重量変化

率に保湿剤の種類と湿度が与える影響につ

いて 2元配置分散分析を行った結果，保湿剤

の種類ならびに湿度に有意差が認められ，交

互作用に有意差は認められなかった．多重比

較の結果，保湿剤の重量変化率は，湿度 40％

が湿度 85％と比較して有意に高く，ジェルタ

イプがリキッドタイプに比べ有意に高い値

を示した． 

 

表 2：湿度 85％と 40％における保湿剤の W0，

W8，RCW の平均値 

図 1に粘度の計測結果の例を示す．各口腔

保湿剤の粘度－剪断速度曲線を分析した結

果，リキッドタイプの６種が Newton 流体（A

～F），リキッドタイプ１種（G）とジェルタ

イプの全て（a～ｊ）が非 Newton 流体の挙動

を示した．非ニュートン流体の保湿剤は，粘

度が定常値となるまでの剪断速度が各々で

異なったため（図１矢印），各試料の比較を

行うために，全ての試料において粘度が定常

となる剪断速度を分析し，剪断速度 180/ｓに

おける粘度を分析に使用した． 

図 1：粘度の計測結果の例 



表 3 に湿度 85％と湿度 40％における保湿

剤の V0,V8,RCV の平均値を示す．どちらの条

件下でも全ての保湿剤において，8 時間後の

粘度は増加した．リキッドタイプ，ジェルタ

イプの RCV の平均値はそれぞれ，湿度 85％で

は，-9.35（％），-17.80（％），湿度 40％で

は，-46.77（％），-92.97（％）であった．

保湿剤の粘度変化率に保湿剤の種類と湿度

が与える影響について2元配置分散分析を行

った結果，種類と湿度に有意差が認められ，

交互作用に有意差は認められなかった．多重

比較の結果，粘度変化率は，湿度 85％に比べ

湿度 40％が有意に高く，ジェルタイプがリキ

ッドタイプに比べ有意に大きかった． 

 

表３：湿度 85％と湿度 40％における保湿

剤の V0,V8,RCV の平均値 

 

図２に Pearson の相関係数を用いて保湿

剤の重量減少率と粘度の減少率を分析した

結果を示す．それぞれ青が 85％RH を赤が

40%RH を示す．リキッドタイプにおいては重

量減少率と粘度減少率に相関は認められな

かったが，ジェルタイプにおいては，両者に

有意な負の相関関係を認め，特に 40％RH に

おいて両者の値が大きいことが示された． 

（2）保湿剤の抗菌性に関する研究 

リキッド保湿剤 2種，ジェル保湿剤 1種な

らびに各濃度の AMPH-B において C. albicans

に対する発育阻止円が観察された．AMPH-B と

保湿剤3種類の発育阻止円の大きさを比較し

た結果，0時間の保湿剤は全て AMPH-B0.25 倍

ならびにAMPH-B0.125倍と有意差が認められ

なかった．8 時間の保湿剤の発育阻止円の大

きさは，ジェル保湿剤では AMPH-B0.25 倍な

らびにAMPH-B0.125倍とのみ有意差が認めら

れなかったが，リキッド保湿剤では，

AMPH-B0.125倍ならびにAMPH-B0.06倍とのみ

有意差が認められなかった．0 時間と 8 時間

の保湿剤の比較では，リキッド保湿剤 2種は

0 時間に比べ 8 時間の発育阻止円の大きさが

有意に低下したが，ジェル保湿剤では発育阻

止円の大きさに有意差は認められなかった

（図３）． 

 

図２：保湿剤の重量減少率と粘度の減少率 

図３：保湿剤の抗真菌性の結果 

 

（3）保湿剤の主観的評価に関する研究 

各評価項目の合計における中央値が 60 以上

の高い値を示したのは6つの試料だけであり，

そのうち Aと Eのみが 0時間と 8時間でとも

に 60 以上の値を示した．すべての保湿剤に

おいて，総合点は，保湿剤の香り，味，舌触

り，潤い感ならびに塗布のしやすさと有意な



正の相関を認めた．中でも，総合点と味は相

関係数が 0.72 と最も強い相関を認めた（表

４）． 

一方で，各評価項目における 0時間と 8時

間の保湿剤の比較を行った結果，保湿剤の香

り，舌触り，潤い感，塗布のしやすさにおけ

る有意差は認められなかったが，味と総合点

については8時間で有意に評価結果が低下し

た．以上の結果から，保湿剤の選択において，

味は重要な要因であることや長時間経過し

た保湿剤の味に関する評価が低下すること

が示唆された． 

 

表４：保湿剤の主観評価項目と総合点 

 
 

（4）効果的な保湿が細菌叢に及ぼす影響に

関する研究 

効果的な保湿条件を検討した上記の研究

成果より，本研究で用いた研究開始時に入手

可能であった保湿剤では，すべての調査項目

において共通した優れた結果を示す保湿剤

を見出すことは出来なかった．そこで，本研

究では，口腔乾燥を有する義歯患者の細菌叢

に関する検討を行うために，患者の全身的な

健康を維持する観点から，C. albicans に抗

菌性を認めたジェル保湿剤1種を口腔乾燥義

歯患者に適応した．口腔乾燥に関する調査は，

乾燥感に対する自覚症状を Face Scale,柿木

らの調査票を用いて行い，細菌叢は滅菌綿棒

を用いた Swab 法により採取し，総菌数や細

菌叢を評価した．その結果，口腔乾燥に関す

る自覚症状は保湿剤の適用で改善は認めら

れたが，細菌数や叢に関しては有意な変化は

認められなかった． 

本研究結果からは，保湿剤は様々な性質を

有し，すべての性質において優れた成績を示

す製品が認められないこと，適用方法につい

ては，理工学的に種類や湿度を考慮するだけ

でなく，抗菌性や主観的評価も加味した選択

が必要であることが示唆された． 
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医学会第 24 回学術大会．大阪． 

⑨ 村上 格，西 恭宏，瀬戸 佳，鎌下 祐次，
西村 正宏．顎義歯粘膜面の鏡面研磨に
よるデンチャープラークの付着抑制．
2013 年 6 月 6 日．日本老年歯科医学会
第 24 回学術大会．大阪． 

⑩ 村上 格，西 恭宏，鎌下祐次，長岡英一：
顎欠損患者と口腔乾燥－簡便な評価方
法と口腔細菌叢に及ぼす影響― 第 22 
回日本歯科医学会総会 2012 年 11 月 
9-11 日 大阪． 
 

 
〔その他〕 
ホームページ等 
顎顔面欠損補綴と口腔乾燥への対応 
http://www.hal.kagoshima-u.ac.jp/dental
/Prostho2/gakuhotetsu1.pdf 
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